
メダカの塩走性 

小寺 雄大 

要約 

メダカとは日本の淡水魚の代表ともいえる魚であり，身近な川や水田，池などいろいろなところに生息している。 

しかし， ゲームフィッシングなどのために放たれたブラックバス（オオクチバス）などの外来魚の影響を強く受け，最

近ではなかなか見かけることもできなくなってしまっている。さらに，池や農業用水が整備とともに生息地自体がどんど

ん少なくなっていっている。そのメダカは，淡水魚には珍しく，海水中でも生活することができる。 

 淡水魚において，海水中で生活ができるということは，他の淡水魚には入ることのできない「広大な海」という生息域

を手に入れる事が出来る。このことから，他の種と比べて生息域の広さの点で有利である。その上，海水をつたうことで，

他の魚がいくことの出来ない川や池などの新たな場所へと生息域を広げていくことができる。というようなメリットが考

えられる。そのメダカと海水の関係について興味を持ち実験を行った。 

まず，通常と同じ淡水で生活するメダカと，海水に慣らしたメダカを用意した。次にそのメダカの水槽を２：１に分け

るところにラインを付け，それぞれのメダカの住み慣れた塩分濃度の液体に対して異なる液体をピペットで投入した。そ

して10秒毎にラインをこえてその液体に向かって移動したメダカの数を計測した。すると，メダカは淡水に向かうこと

はあまりしなかったが，海水にはよく反応しそれに向かって移動することが分かった。 

  

1．序論 

メダカは浅く暖かで流れの緩やかな小川や水田に住ん

でおり，プランクトンを餌とし初夏に盛んに産卵する。 

そして生まれた稚魚は短期間に成長し，また水路をた

どって広がっていく。しかし， ゲームフィッシングなど

のために放たれたブラックバス（オオクチバス）などの

外来魚の影響を受け、最近ではなかなか見かけることも

できなくなってしまっている。 

さらに，池や農業用水が整備され，不要，汚い，危険

であるとして，埋め立てられ消えていき，メダカの生息

地自体もどんどん少なくなっている。 

この実験を始めたきっかけはメダカが海水中でも生き

ることができるということを聞いたことである。 

さらにメダカは，海水起源の魚であるかもしれないと

いう説もある。しかし，メダカは，現在基本的には淡水

に生息しており，海水中でも生活できることは他の淡水

魚と比較し生育範囲を広げることが可能なため，有利な

のではないだろうか。 

このことからメダカには「淡水→海水」または「海水

→淡水」へというように，住み慣れた塩分濃度の液体に

対して異なる液体に向かって移動しようとするという走

性とも呼べるような性質があるのではないかと考え，研

究を行った。  

走性とは動物がある一定の刺激に反応し，その刺激に

むかって移動する性質のことで，メダカでは水の流れに

対する流れ走性がよく知られている。 

 

2．材料と方法  

 

＜実験材料＞ 

海水が入ったピペット 

淡水が入ったピペット 

海水にならしたメダカ10匹 

淡水で生活する通常のメダカ10匹 

2；1に分けるラインをつけた水槽 

 

＜実験準備＞ 

海水の水槽で生活するメダカは 

1日に4.8グラムずつジェックス株式会社製のＳＥＡＷ

ＡＴＥＲ(海の素)を投入しつづけ，1カ月で実際の海水と

同じ状態に近づけ，その環境に慣れさせた 

2：1に分けるラインは図１のように水槽の裏(底)にビ 

二―ルテープをはり付けてつくった。 



 

図１ 水槽の模式図 

ラインの右側をA，ラインの左をBとする 

 

＜実験方法＞ 

メダカがすべて(10匹とも)Aのエリアに移動するのを

待ち，実験を開始する。 

Bのエリアの中心あたりに水流をつくらないようにして

そっとピペットで海水の入っている水槽には淡水を淡水

のはいっている水槽には海水を投入する。それぞれの液

体に向かって移動し，ラインを越え，Bのエリアにいるメ

ダカを10秒ごとに1分間 計測する。 

またその時、水流に対する反応である可能性があったた

め、海水に海水、淡水に淡水 を投入し，メダカが移動し

ないことを確認した。 

  

３．実験結果 

＜結果1、海水の水槽に淡水を投入＞ 

メダカは淡水に向かおうとはしなかった。それどころ

かむしろ，淡水の方向に進むまいともしているようで，

淡水が投入されたBのエリアになかなか近づかなかった。 

 10
秒  

20
秒  

30
秒  

40
秒  

50
秒  

60
秒  

①  0 0 2 4 4 2 
②  0 0 2  3 1 2 
③  0  0  0 1 1 0 
④  0 １  0 2 2 2 
平

均  0 0.2 1.0 2.5 2.0 1.5 
表１.実験1の結果 

＜結果２、淡水の水槽に海水を投入＞ 

メダカは積極的に海水に向かって移動した。時間帯に

よっては，すべてのメダカが海水を投入したBのエリア

に集まるということもあり，明らかに海水あるいは海水

中の何らかの物質に反応し，それに向かって移動してい

た。 

 

 10
秒  

20
秒  

30
秒  

40
秒  

50
秒  

60
秒  

①  6 6 5 7 8 8 

②  2 6 6 7 7 8 

③  5 10 8 6 6 7 

④  4 7 4 4 4 6 

平均  4.2 7.2 5.7 6.0 6.2 7.2 
表２、実験２の結果 

 

４．考察 

実験結果から，メダカは海水から淡水にはあまり行き

たがらないが、淡水から海水へ移動しようとすることが

分かった。 この結果はメダカが淡水中には含まれない海

水中の何らかの物質を感知，反応したと考えられる 。感

知する器官，またはその能力を持っていると考えられる。 

この行動は海水に向かう「走性」と呼ぶことができるの

ではないだろうか。 

 走性とは,生物によって異なるある特定の刺激に向か

って移動していく反応のことであり，生物が生き残り，

子孫を残していくうえで，とても重要な行動である。 

 淡水魚において，海水中で生活ができるということは，

他の淡水魚には入ることのできない「広大な海」という

生息域を手に入れる事が出来る。このことから，他と比

べて生息域の広さで差をつけることができる。 

その上，海水をつたうことで，他の魚がいくことの出

来ない川や池などの新たな場所へ大幅に生息域を広げて

いくことができる。というようなメリットがある。 



本来，淡水魚というのは体液のほうが外液よりも濃度

が高いため，体内に浸透してくる水により，不足した塩

分をえらで能動輸送によって体内に取り込み，腎臓で塩

分の再吸収を高め，体液よりも低張な尿を多量に排出す

ること浸透圧を保っている。よって，塩類がもともと淡

水魚にとって重要であることも関係しているかもしれな

い。 

 

５．反省・感想 

 実験の準備としてメダカをつかまえるところから，海

水のもとを入れてメダカを海水に慣れさせたりといろい

ろな過程があり，それぞれに苦労や失敗があったので，

とても大変だったが，この探究の時間で，興味深い結果

を得ることができた。 

海水中のどの成分を感じているのか，またその成分を体

のどこの器官によって感じているのか。を研究できる設

備や機会があればチャレンジしたいと思う。 
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